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専決処分の承認

●令和６年度湯河原町一般会計補正予算（第２
号）※議案第37号
　町長の逝去により、公職選挙法の規定に基づき
町長選挙を執行するに当たり、予算に補正を要す
るため、地方自治法第179条第１項の規定によ
り、令和６年度湯河原町一般会計補正予算（第２
号）を専決処分した報告を受け、承認しました。

人　　　事

●湯河原町固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて※議案第44・45号
　固定資産評価審査委員会委員の柏木晃二氏
及び髙杉武氏両氏の任期が令和６年６月24日で
満了となるため、引き続き柏木晃二氏と新たに
愼改邦光氏を固定資産評価審査委員会委員に選任
することに同意しました。任期は令和６年６月25
日から令和９年６月24日までの３年間です。
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専決処分の承認について（令和６年度湯河原町一般会計補正予算（第２号)）

湯河原町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

湯河原町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について

湯河原町下水道条例の一部改正について

損害賠償の額の決定について

動産の取得について（消防ポンプ自動車の購入）

湯河原町固定資産評価審査委員会委員の選任について

湯河原町固定資産評価審査委員会委員の選任について
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議　　案　　名 結果 議決日

　令和６年第３回湯河原町議会６月定例会は、６月６日から６月17日までの12日間
（本会議開催３日間）にわたり開催されました。
 この定例会では、町側から、専決処分の承認、条例、補正予算、損害賠償の額の決定、
動産の取得、人事などの議案９件、報告４件、合計1３件を審議しました。

６月定例会

審議議案と結果
全会一致の議案

町議会HP
会議録

賛否が分かれた議案の概要と議員ごとの賛否内容
○は賛成、×は反対を表しています。

41 6／7
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賛成：12
反対： 1   

令和６年度湯河原町一般会計補正予算（第３号）
　補正額は、３億2,520万４千の増額で、歳入の主な内容は、デジタル田園都市国家構想交
付金の交付決定による増額、国の施策による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金及び
新型コロナウイルスワクチン接種費用補助金などに伴う、国庫支出金の増額、財源調整のた
めの財政調整基金繰入金の増額などです。
　歳出の主な内容は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を財源とした定額減税補足
給付金及び低所得世帯支援事業の増額、デジタル田園都市国家構想交付金を活用した公共施
設利便性向上事業及び保育業務支援システム導入事業の増額、新型コロナワクチンの令和６
年度秋冬接種に向けた予防接種事業の増額などです。

結果 議決日
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一般会計（第３号） 3億2,520万4千円の増額

・ デジタル田園都市国家構想交付金
 (地方創生推進タイプ）（デジタル実装タイプ）の増額
・ 社会資本整備総合交付金の増額
・ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増額
・ 子ども・子育て支援事業費補助金の増額
・ 新型コロナウイルスワクチン接種費用補助金の増額
・ まちづくり基金繰入金の増額　　　　　　　　など

・ 定額減税補足給付金（調整給付）の増額
・ 低所得世帯支援事業の増額
・ 国内外親善交流推進事業の増額
・ 公共施設利便性向上事業の増額
・ 保育業務支援システム導入事業の増額
・ 予防接種事業の増額　　　　　　　など

歳入 歳出

条 例 の 改 正

動産の取得

報　　告

議決補正予算

一般会計補正予算の主な質疑
・ 一般コミュニティ助成事業
 (助成金の算定方法について）
・ 議会運営経費（賠償金の内容について）
・ 区会助成事業（助成内容について）
・ 公共施設利便性向上事業
 (スマートロックの設置施設・運用方法について）

●湯河原町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例（一部改正）※議案第38号
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
の一部改正に伴い、職員の配置基準が見直された
ため、条例の一部を改正しました。
●湯河原町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例（一部改
正）※議案第39号
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並
びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関す
る基準の一部改正に伴い、文言の整理をするた
め、条例の一部を改正しました。
●湯河原町下水道条例（一部改正）※議案第40号
　下水道排水設備責任技術者の常駐・専任規定の
見直しを行うほか、下水道法施行令の一部改正に
伴い、条例の一部を改正しました。

●消防ポンプ自動車の購入※議案第43号
　消防団第８分団（川堀）に配備している消防ポ
ンプ自動車を更新するにあたり、購入契約を締結
する議決をしました。（購入金額　2,398万円）

●令和５年度湯河原町一般会計繰越明許費繰越の
報告について
　低所得世帯支援事業をはじめ、全18事業につい
て、繰越明許費に係る予算の経費3億4,131万
9,200円を令和６年度に繰り越したことについ
て、地方自治法施行令第146条第２項の規定によ
り報告を受けました。
●令和５年度湯河原町下水道事業会計予算繰越の
報告について
　耐震診断業務委託について、予算の経費4,812
万5千円を繰り越したことについて、地方公営企
業法第26条第３項の規定により、報告を受けまし
た。

●専決処分（湯河原町指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準等を定める条例及び湯河原町地域包括支援セン
ターの職員等に関する基準を定める条例の一部改
正について）
●専決処分（事故賠償）

・ 鍛冶屋会館整備事業（委託業者の契約方法について）
・ 保育園運営経費（栄養士業務委託料の経緯）
・ 保育業務支援システム導入事業
 (事業内容、システム利用料について）
・ 理科教育設備整備等事業
 (整備先、整備物品の内容について）

3議会事務局お問合せ　☎63-2111㈹ 　FAX63-9674　またはメールフォーム等でも受け付けています



　忠州市と湯河原町は、両市町が両国内の代表的温泉地という共通点
と、以前から民間レベルでの交流が続いていたことから、日韓の親善
促進にも寄与するために平成6年11月28日に姉妹都市提携し、今年で
提携30周年となりました。
　姉妹都市提携30周年を記念し、忠州市からの招へいにより、５月29
日(水)～６月１日(土)に村瀬公大議長、室伏寿美夫総務文教・福祉常任
委員長、石井温環境・観光産業常任委員長、松井一寿議会運営委員長
が忠州市へ訪問しました。表敬訪問、忠州市を代表するお祭り「ダイ
ブフェスタ」への出席のほか、30周年記念植樹として、忠州市内にあ
る「水安堡幸福ナヌム庭園」に松の木を植樹し、忠州市との友好関係
を深め、文化に触れました。また、村瀬議長には、忠州市名誉市民証
が贈呈されました。
　さらに、８月２日(金)～３日(土)の湯河原やっさまつりに合わせて、
忠州市長をはじめとする訪問団が湯河原町を訪れ、30周年記念植樹と
して、役場敷地内に韓国の国花であるムクゲの木を植樹しました。

すあんぽ こうふく

大韓民国・忠州市姉妹都市提携30周年記念式典 参加

松井一寿 議会運営委員長
市内各所をご案内いただき、忠
州市の歴史をご説明いただきま
した。ボート場では現地で撮影
された作品の案内板が設置され
ており、ロケツーリズムを推進
する本町においても同様のPRを
行ってはどうかと感じました。

村瀬公大 議長
忠州博物館や記念塔を拝見する
ことで、歴史や文化、伝統に触
れることができ、忠州の魅力を
感じることができました。 
また、『ダイブフェスタ』を観
賞し、忠州市民の活力に驚かさ
れました。

石井温 環境・観光産業常任委員長
２回目の訪韓となりましたが、
韓国の社会基盤インフラが著し
い発展を遂げていることには隔
世の感を覚えたところです。特
に、デジタルインフラについて
は日本以上に浸透していると感
じました。

室伏寿美夫 総務文教・福祉常任委員長

近年開発されたニューシティの
状況や忠州市の経済状況を伺う
など、日韓、両市町が置かれて
いる状況や課題を共有しなが
ら、民間も含め引き続き交流を
深めていくことを確認し合う、
素晴らしい時間となりました。

記念植樹出席者

忠州市での記念植樹

忠州市名誉市民証贈呈

湯河原町での記念植樹

８月９日（金）に広島県三原市へ訪問し、第49回三原やっさ
祭り開幕式へ村瀬公大議長、石井 温環境・観光産業常任委員長
が出席しました。
三原市と湯河原町は、土肥實平とその子孫である小早川氏のゆ
かりの都市であり、また「やっさ踊り」を通じて両市町民の間
に親睦の輪が広がったことから、昭和51年８月７日に親善都市
の提携をし、互いの市町で開催のやっさまつりに小学生が参加
するなど交流を深めています。

三原やっさ祭り開幕式 参加

開幕式の様子
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❶期日前投票所の対応及び投票結果の広報について
❷駅前の施設及び環境整備・植栽等について
質問通告１ 熊 谷 照 男 議 員

　一般質問とは、議員が本会議で、議長の許可を得て質問することです。
　その内容は、町政全般（一般事務、事業の執行状況、将来に対する方向性など）について、町長な
ど執行機関の考え・方針を議員個人として質問することができます。質問内容は、あらかじめ議長に
通告しなければなりません。
　また、一般質問の時間は、答弁を含み、一人50分です。
※紙面の都合により、要約した原稿を質問した各議員が作成し、掲載しています。

一般質問 皆さんの声を議会へ!

【視聴方法】
・インターネット検索サイトから「湯河原町議会 YouTube」で検索
・町議会ホームページのリンクから
・ＱＲコード利用

議会映像のインターネット配信

町議会HP
会議録

❶期日前投票所の対応及び投票結果の広報について
■Q身障者や車椅子を利用する方の対応を考え、第
一庁舎のロビーから第二庁舎への通路を活用した、
期日前投票所は設置できませんか。
■Ａ選挙以外での来庁者にご不便をかけ、公職選挙
法において、投票所へ入場できる者の範囲が定め
られているため、考えておりません。
■Q期日前投票所を他の場所で実施する考えはあり
ませんか。
■Ａ期日前投票所を利用される方も増加傾向にあ
り、期日前投票所に対する意見が数多く寄せられ
るようであれば検討していきたいと考えます。
■Q車椅子の出し入れで住民の方が困っていても職
員が声をかけなかった。副町長、自分から行動する
ように出来ないのでしょうか。
■Ａ常々職員の方に伝えておりますが、そういった
事例があり、申し訳なかったです。

❷駅前の施設及び環境整備・植栽等について
■Q多額の税金が使われて駅前を整備されました
が、本当に有効だったのでしょうか。
■Ａ平成29年、インバウンド等のお客様も増える
であろうと、当時非常に注目し、広報等もさせて
いただきました。
■Q駅前広場は賑わっていますか。観光で来た方も
すぐ帰ってしまいます。駅を降りて、小さな販売所
等工夫されないのでしょうか。
■Ａ催し物、地場産品の出品等を実施させていただ
いているところです。
■Q案内板の近くに鳩のフンがあり汚れています。
お客様が滞留してくれるかは対応次第です。どう考
えますか。
■Ａ管理が不十分というのは、大いに反省すべき点
であり、そういったことはお客様に迷惑をかけな
いような対応を今後もしていきます。

5議会事務局お問合せ　☎63-2111㈹ 　FAX63-9674　またはメールフォーム等でも受け付けています



❶産みやすい町づくりについて
❷学校での子どもの人権について
❸広報ゆがわらの配布方法等について
質問通告３ 早 乙 女 智 子 議 員

❶就学援助金について
❷こごめの湯の運営について
質問通告２ 渡 辺 久 子 議 員

❶産みやすい町づくりについて
■Q湯河原町は、消滅可能性自治体として認定され
ています。国主導の少子化対策ではなく、町独自
の産み育てやすい町づくりの一つとして、妊娠出
産関連費用の無償化は考えていますか。
■Ａ湯河原町では、神奈川県の平均よりは妊婦検診
費用が手厚くなっています。仮に、妊婦検診費用
の無償化を行うとしたら約920万円かかります。
国の動向としては、正常分娩での出産費用に令和
８年度から公的医療保険を適用し、自己負担を求
めない方向で検討に入っています。町としてもき
め細やかな対応をすべきと考えております。
❷学校での子どもの人権について
■Q全国の学校健診の現場で、脱衣を求められてト
ラウマになる子どもや医師による性被害が起こっ
ています。湯河原町の現状について小中学校にア
ンケートを実施しました。羞恥心や健診時のニー

ズには配慮されていましたが、健診の説明と同意
については学校による差がありました。現状認識
をお伺いします。
■Ａ教育委員会ではトラウマになったケースや性被
害の事例はありません。児童生徒が安全で安心して
学校生活が送れるように配慮し対応しています。
❸広報ゆがわらの配布方法等について
■Q町民に必要な情報を公費で作成して配布してい
る町の広報誌が新聞折込と配架に限られており、
町民に公平とは言えないのではありませんか。
■Ａ神奈川県人口統計調査のデータをもとに発行部
数を1万１千部と決めており、約８千部を新聞折
込で配布するほか、役場本庁舎、防災コミュニテ
ィセンター、町立図書館、駅前観光案内所などの
町の施設や郵便局、スーパーマーケット、コンビ
ニエンスストア、ドラッグストア、金融機関等に
配架しております。

❶就学援助金について
■Q直近5年間の就学援助金交付人数、および全児
童生徒数に対する割合をお聞かせください。
■Ａ令和２年度141人、10.7％。令和３年度141
人、11.3％。令和４年度121人、10.2％。令和５
年度132人、11.7％。令和６年度は現在書類審査
中のため回答できません。
■Q申請した方のうち交付対象外となった主たる理
由をお聞かせください。
■Ａ収入額もしくは収入額増加による基準超過で
す。
■Q「就学援助制度のお知らせ」の中に「同一生計
世帯の収入書類について」という項目があります
が、交付決定に際し、同居する同一世帯以外の方
の収入も「収入として加算される」という理解で
良いですか。
■Ａ住民登録上の同一世帯の有無に関わらず、経済

的に同一であるとみなされる場合は、世帯収入に
加算されます。
■Q交付者の決定については「民生・児童委員が家
庭状況を確認する」となっていますが、毎年の申
請時に実施していますか。
■Ａ新規申請者のみ実施していますが、現在見直す
方向で検討しております。
❷こごめの湯の運営について
■Qこごめの湯に行くためにマイクロバス等の対応
はできませんか。
■Ａ過去の実証実験からマイクロバス等の対応は難
しい。代替案の１つとして、予約型乗合い交通
「ゆたぽん号」の利用方法を周知するなどの検討
をしてまいります。
※「こごめの湯」の利用促進については、環境・
観光産業常任委員会の議題になりました。詳し
くは、８ページをご覧ください。
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❶少子化対策について　❷町役場の職場環境について
❸観光立町としての湯河原町について
❹情報公開と情報発信について
質問通告４ 土 屋 由 希 子 議 員

総務文教・福祉常任委員会

❶少子化対策について
■Q「助産院プロジェクト」は湯河原町が協力的で
なかったことが原因で誘致場所を真鶴町に変更し
た。副町長が面会を断られた理由は。
■Ａ冨田町長のご意思もあり、そのレベルに達して
いないということで、直接の面談は控えた。
　同じく、真鶴町の町長に面会を申し込んだとこ
ろ、快く受け入れてくれた。自治体間の差が出て
しまい、助産院を誘致できなかったのは湯河原町
としての損失になった。
❷町役場の職場環境について
■Qタイムカードではなく人事管理システムなどの
導入をするべきだと思うが見解は。
■Ａ事務負担の軽減などの観点から、勤怠管理のシ
ステム化は必要。引き続き調査し、導入に向けた
検討をしてまいりたい。
■Q全国初でフレックス制を導入した寝屋川市のよ

うなフレックス制の導入を検討してはどうか。
■Ａ町民対応がかなり多く、現場に赴くというよう
な作業が多数あるため、湯河原町にフレックス制
でしっくり来るものがない。今後も研究する。
多様な働き方ができる体制を整え、募集人数や優
秀な人材を確保していくことが重要と考える。
❹情報公開と情報発信について
■Q湯河原町で選挙の際に作成する選挙公報だが、
有権者に十分行き届いていない。全戸配布はでき
ないか。
■Ａ現状、選挙期間内にポスティングができる業者
が見当たらないが、できるところがあれば費用面
の問題もあるが、全戸配布をすることは可能。
選挙に関わるお知らせは不公平感なく配付される
のがベスト。全戸配布が好ましいのが共通認識。
●その他の質問
❸観光立町としての湯河原町について

（６月14日開催）
＜主な報告事項＞
●低所得者支援及び定額減税補足給付金について
　国が実施する低所得者支援及び定額減税補足給
付金の施策についての概要と町の対応について説
明を受けました。
　委員からは「減額される分の国からの補填につ
いて」、「対象者の人数について」、「補填額
（地方特例交付金）の歳入時期について」、「国
からの補填時期までの町としてのキャッシュフロ
ーについて」などの質問や意見がありました。
●JICA草の根技術協力事業について
　当該事業の進捗状況及び令和５年度の事業実
績、令和６年度の事業計画についての説明を受け
ました。

　委員からは「町職員の事業への関わり方につい
て」、「町財政の収支・負担について」などの質
問がありました。
●地域公共交通について
　予約型乗合い交通「ゆたぽん号」の令和５年度
運行実績について、令和５年度コミュニティバス
運行実績について、令和６年度バス路線の退出等
意向申出についての説明を受けました。
　委員からは「鍛冶屋・福浦地域の利用者が増
え、特に鍛冶屋方面はまだまだ増える可能性はあ
ることについて」、「コミュニティバスの混雑状
況について」、「退出意向の２路線に関して」、
「ゆたぽん号の鍛冶屋方面の乗車率の低さについ
て」、「バス会社の運転手の再雇用の考え方につ
いて」、「コミュニティバスの現状と今後の展望
について」などの質問や意見がありました。

常任委員会・特別委員会 ※紙面の都合により、一部抜粋して掲載しています。
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環境・観光産業常任委員会
●令和６年度防災に係る訓練について
　町内で実施予定の各種訓練内容の説明を受け、
湯河原町総合防災訓練が近年の酷暑化を考慮し、
９月最終週の日
曜へ変更となる
ことの報告を受
けました。

●今後の町立幼稚園及び小・中学校のあり方（原
案）について
　現状及び将来における児童・生徒数の推移、湯
河原町がめざす教育について、幼稚園・小学校の
適正規模・適正配置についてなどの説明を受けま
した。
　委員からは「適正規模と適正配置の考え方につ
いて」、「学級編成における教職員の配置につい
て」、「国が示す適正規模を下回った場合の対応
について」、「教育内容の充実について」、「議
会における特別委員会の設置について」などの質
問や意見がありました。
●中学校給食について
　これまで（近年）の経緯について、県との協議
中の事項について、今後のスケジュール（案）に
ついての説明を受けました。
●親善都市子ども交流推進事業（ポートスティー
ブンス市）について
　新型コロナウイルス感染症の影響により令和２
～５年度の４年間、事業を中止していたことにつ
いて、今までの主な事業内容について、今後の交
流方法についてなどの説明を受けました。
　委員からは「町としての受入状況について」な
どの質問がありました。
＜その他の報告事項＞
●令和５年度町税等収入状況について
●令和６年度敬老行事について
●国民健康保険事業について
●令和６年度新型コロナワクチン秋・冬接種につ
いて
●児童手当の拡充について
●第３期湯河原町子ども・子育て支援事業計画の
策定について
●令和５年度人権教育に係る年間計画の取組状況
について
●令和５年度社会教育事業の実施状況について

（６月11日開催）
＜案件＞
●町営日帰り温泉「こごめの湯」利用促進について
１　ロッカー使用料の無料化について
　利用者アンケート等でもこごめの湯のロッカー
無料化についてのご意見が多数あったことなどを
含めて、今後の課題などの説明や指定管理者との
協議を進めていくとの説明がありました。
　こごめの湯の設置目的は、湯河原町こごめの湯
条例において「住民福祉の増進と観光の振興をめ
ざすため、温泉保養を通した健康づくりを推進
し、相互の理解と、親しみのあるふれあいが生ま
れる温泉入浴施設」として、こごめの湯を置くと
いう条文があるため、今後、条例改正と債務負担
行為変更という考え方を含めて、さらに進めて行
くとの方針です。
２　万葉公園第３駐車場の割引サービスについて
　こごめの湯利用者も使う「万葉公園第3駐車
場」の利用料金の１時間無料のサービス券につい
て検討して行くと説明がありました。
＜その他の案件＞
●閉会中の継続調査（所管事務等）申出について
＜主な報告事項＞
●美化センター基幹改良工事中の焼却炉停止の対
応について
　基幹改良工事中の焼却炉運転停止について、令
和７年１月から12月まで、現在２基で行っている
運転を片方ずつ停止させ、工事を行う報告があり
ました。
　なお、同年６月、７月には焼却炉を２基とも停
止するため、本町のごみは収集車両の全車が熱海
市への運搬されること、同年10月からは箱根町か
らの新規のごみの受入れを予定していることも説
明されました。
＜その他の所管事務調査（報告事項）＞
●令和６年度夏季行事実施計画について
●令和５年度湯河原梅林「梅の宴」実施報告につい
て
●令和５年度指定管理者によるこごめの湯・万葉公
園の利用状況について
●一般廃棄物（ごみ）処理基本計画について
●令和５年度ごみ等の回収状況について
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広域行政特別委員会

公の施設等整備調査特別委員会

●令和５年度指定管理者による公園施設の利用状況
について
●水道施設の耐震化について

（６月11日開催）
＜報告事項＞
●令和６年度湯河原町庁舎のあり方について
　役場庁舎の老朽化の進行などを背景に、これま
で、庁舎の再整備に向けて必要な情報を収集、庁
舎整備の必要性を整理し、近隣自治体の新庁舎整
備状況について調査を行い、その上での令和６年
度の事業内容、スケジュール（案）などについて
説明を受けました。
　・計画準備・資料収集整理：４～９月
　・町民アンケート：４～６月（調査票検討）
　　　　　　　　　　７～10月（実施）
　・アンケート報告：12月
　・意見交換会：令和７年１～２月

＜主な質問＞
・「庁舎のあり方」の定義について
・アンケートの対象や内容について
・庁内会議について

（６月13日開催）
＜案件＞
●令和６年度第１回湯河原町・真鶴町広域行政推進
協議会提出案件について
　協議会委員の変更についての報告、令和５年度
会務報告・推進事業の経過・協議会決算（案）、
共同処理事業等の負担割合及び負担実績について
質疑応答しました。
＜主な質問＞
・水道事業の広域化の状況について
・収入支出決算書の事業費・予備費の内容につい
て
＜報告事項＞
●湯河原美化センター基幹的改良工事中の焼却炉停
止への対応について
　湯河原美化センター基幹的改良工事中の可燃ご
みを熱海市焼却施設へ直接搬入することについ
て、それに伴う委託業者への費用などの報告を受
けました。
●一般廃棄物（ごみ）処理基本計画について
　計画の趣旨、計画期間、ごみ排出量の実績、計
画の基本方針・目的値、目標達成のための具体的
方策、スケジュールなどについて報告を受けまし
た。

（７月３日開催）
＜案件＞
●令和６年度第１回熱海・箱根・湯河原広域行政推
進協議会提出案件について
　令和５年度会務報告及び推進事業の経過・協議
会決算（案）、役員の改選、令和６年度事業計画
（案）・協議会予算（案）について質疑応答しま
した。
●令和６年度第１回熱海・湯河原広域行政推進協議
会提出案件について
　令和５年度会務報告及び推進事業の経過・協議
会決算（案）、役員の改選、令和６年度事業計画
（案）・協議会予算（案）について質疑応答しま
した。
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　令和６年第４回湯河原町議会７月臨時会は、７月17日に開催されました。
　この定例会では、町側から、補正予算の議案1件を審議しました。７月臨時会

審議議案と結果

議案番号

46 令和６年度湯河原町一般会計補正予算（第４号） 可決 7／17

議　　案　　名 結果 議決日

全会一致の議案

協 創 会 善 本 真 人 議 員

「町長の町政に関する所信表明演説」に対し、各会派を代表して質問をしました。
質問時間は、答弁を含み一人40分以内で、再質問はできません。
※紙面の都合により、要約した原稿を質問した各議員が作成し、掲載しています。

代表質問

町議会HP
会議録

■Q「高齢者が元気に暮らせるまちへ」の施策で
は、「住民が住民を支える高齢者福祉の推進」を
掲げられております。これまでも、健康づくりに
関する取り組みを支援する介護予防サポーターや
フレイルサポーターなどの扶助により高齢者の生
きがいや健康づくりを実施してこられましたが、
今後の展開についてお考えをお聞かせください。
■Ａ３か年ごとに策定する「介護保険事業計画」に
基づき、計画的な実施に努めているところでござ
います。
　今後も、より多くの高齢者にご参加いただける
よう、継続的な事業の実施に努めるとともに、新
たな取り組みとして、認知症や口腔機能の向上が
期待できるカラオケ機材を活用した健康事業の実
施や、フレイル予防のさらなる普及に向けた町独
自のオリジナルソングの作成など、介護予防の取
り組みが、より身近なものとして認識していただ
けるよう魅力ある事業の充実に努めてまいりま
す。

　今後も、高齢者ニーズの多様化が予測される中
において、それを支える介護人材の不足が懸念さ
れております。高齢者を含む地域住民やボランテ
ィアの力を活用した、より柔軟な生活支援サービ
スが提供できる仕組み作りが重要です。
　住民主体の高齢者ケアの仕組みにつきましては
「JICA草の根技術協力事業」を通じて学んだタイ
王国ブンイトー市の取り組みがモデルになると考
えております。
　高齢者ケアの認識が深められるよう、高齢者が
有償ボランティアなどとして活躍できる仕組みを
つくり、推進してまいります。
≪その他の質問≫
・「かせげる農業をめざす」の施策について
・「コミュニティの助け合いを推進」の「共助力
強化」「地域力強化」の具体的な考えについて

一般会計（第４号） 5,684万円の増額

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増額
・地域観光新発見事業補助金の増額

・定額減税補足給付金（調整給付）の増額
・町内観光スポット巡回モデル創出事業の増額　　など

歳入 歳出

議決補正予算
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湯 政 研 室 伏 寿 美 夫 議 員

新 風 会 貴 田 太 史 議 員

■Q「温泉場千歳川沿いの遊歩道」の新たな活用に
おける、近隣住民の合意形成と出店形態について
お聞かせください。
■Ａ温泉場エリアでは平成30年度から温泉場とし
ての風情を感じ、街歩きの楽しさを味わうことが
できるまちづくりに取り組んできました。当該遊
歩道の生活環境は維持する必要があるため、どの
ような取り組みが可能であるかを含め、近隣住民
や商店等の皆様としっかりと意見交換や協議を行
うとともに、現在、温泉場エリアで開催している
「温泉場　

   ゆたんぽ
湯探歩」や万葉公園・湯河原惣湯の玄

関テラスで開催している「日曜観光朝市」などの
イベントとの連携の可能性についても検討してま
いります。
■Q「小児医療費助成を18歳までに拡充」の施策に
おいて、拡充した場合の見込み額をお示しくださ
い。また、充当財源についてはどのように考え、
併せて実施開始の時期についての考えがあればお
示しください。

■Ａ令和５年度の中学生の医療費助成額の実績を基
に試算いたしますと、高校生年代に掛る医療費助
成額は、年間約１千万円を見込んでおります。財
源につきましては町の一般財源となりますが、将
来的には「宿泊税」を導入することにより、現行
の観光財源の一部を充当したいと考えておりま
す。また、実施開始時期につきましては、できる
限り早期に実施をしたいと考えております。な
お、自治体間の競争とならないよう全国統一的な
子どもの医療費助成制度の創設が望ましいと考え
ておりますので、神奈川県町村会を通じ、引き続
き国へ要望してまいります。
≪その他の質問≫
・「宿泊税」導入における、現在の入湯税との違
いと導入時期、課税額について。また、宿泊・観
光事業者を中心とした合意形成、及び導入に向け
たスキームについて。
・常勤の特別職の給与に関する考え方について。

■Q「公共交通の充実」の施策について
　公共交通空白地域に関しては、「ゆたぽん号」
の活用が有効であると考えますが、令和５年度の
全体稼働率は32.7%と低迷しています。オレンジ
ラインエリアは81.2%と高いことから、エリアの
見直しを図るなど対策を講じる必要があると考え
ますが、考えをお聞かせください。また「ゆたぽ
ん号」だけでは網羅できない様々なニーズに対応
するための新たな交通手段の確保や公共交通の利
用支援について、考えをお聞かせください。
■Ａエリアごとの稼働率は、温泉場、福浦、鍛冶屋
が伸び悩んでいる状況です。今後は、運行エリア
や運行方法の見直しを検討したいと考えており、
それには「ゆたぽん号」の運行を担うタクシー不
足を解消する必要があるため、ライドシェアの導
入を進め、「ゆたぽん号」の運行拡大などに対応
できる体制の確立に努めます。新たな交通手段の
確保については、神奈川県が県西地域で自動運転
の実証実験に向けた調査を開始する動きがあるこ

とから、町として当該調査に手を挙げていくほ
か、地域住民主体のデマンド型交通やＡⅠを活用
した運行など、新たな公共交通の仕組みについて
研究を進め、湯河原町にとってより良い形の地域
公共交通の確保を目指します。
■Q「中学校給食の早期実現」の施策について
　「令和７年９月給食開始予定」について、開始
遅延に関わる懸念事項がありましたらお聞かせく
ださい。また「小学校給食の段階的な無償化」に
関連して、中学校給食の無償化の実現について、
考えをお聞かせください。
■Ａ現時点では、予定しているスケジュールでの実
施を目指しています。中学校給食の無償化の実現
については、中学校給食実施後に生じた経費や、
子育て支援の推進状況を踏まえた上での検討事項
と考えています。
≪その他の質問≫
・「小学校給食の段階的な無償化」の施策について
・「役場庁舎建替の道筋をたてる」の施策について
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　本会議及び常任・特別委員会は、傍聴ができま
す。本会議は先着20名、委員会は先着６名です。
【受付】開催日の午前９時から
【場所】第１庁舎２階　議会事務局

９月議会日程
９月９日㈪　午前　本会議（一般質問）
　　10日㈫　午前　本会議（条例・補正・決算）
　　13日㈮　午前　環境・観光産業常任委員会
　　18日㈬　午前　総務文教・福祉常任委員会
　　20日㈮　午前　本会議（決算質疑）
　　26日㈭　午前　決算審査特別委員会（一般会計）
　　27日㈮　午前　決算審査特別委員会（特別・企業）
10月１日㈫　午前　本会議（委員長報告）
※開催時刻は10時の予定です。
※８月21日時点の予定のため、変更
の可能性があります。最新の議会
日程については、町議会ホームペ
ージでご確認ください。

傍聴のご案内
編集後記
　５月に冨田前町長が急逝され、６月執行の町長選挙に
おいて内藤町長が当選されました。議会においても１名
の欠員が生じ、新たに上田議員が補充当選されました。
通常選挙後、間もなくの改編となりましたが、引き続き
しっかりと町民の皆様の負託に応える議会となるよう努
めてまいります。
　町内ではやっさまつりや各地区のお祭り、湯河原温泉
Nightsなどのイベントが盛大に開催され、コロナにより
失われていた人と人の繋がりが徐々に戻っていると実感
しました。
　また、神奈川県消防操法大会において宮上第２分団が
見事最優秀賞を受賞され、10月開催の全国大会に出場さ
れます。誠におめでとうございます。

（室伏寿美夫　記）

　　　　議会だより編集委員会
委 員 長　　石井　　温
副委員長　　室伏寿美夫
委　　員　　笠原　　進　　上田　尚彦
　　　　　　熊谷　照男　　善本　真人

　６月29日(土)に開催された湯河原町消防操法大会で優勝した湯河原町消防団第２分団が、そ
の後７月27日(土)に開催された第55回神奈川県消防操法大会に出場し、見事最優秀賞（第１
位）を果たしました。
　第２分団の皆さんは、10月12日(土)に宮城県で開催する第30回全国消防操法大会に神奈川県
の代表として出場します。湯河原町の分団が全国大会に出場するのは、14年ぶりです。

※操法は、消火活動の基礎を身につけるための訓練で、操法大会は、その技術力の高さを競い、
消防団全体の技術の向上を図ることを目的としています。

議席
４番

●住　　所　吉浜
●当選回数　１回
●年　　齢　61歳
●所 属 党　無所属
●職　　業　土地家屋調査士
●所属委員会
　環境・観光産業常任委員会
　議会だより編集委員会

令和６年６月23日執行の湯河原町長選挙に、土屋由
希子議員が立候補したため、公職選挙法第90条の規
定により、令和６年６月18日付けで町議会議員の職
は自動失職となりました。
このことに伴い、議員１名の欠員が生じたため、令
和６年７月１日、公職選挙法第112条第５項の規定
に基づき選挙会が開かれ、次の方が繰上補充による
当選人と決定しました。
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「ゆがわらのいいね！」

うえ だ        なおひこ

上田　尚彦

辞職議員・新人議員について

議会日程


